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Ⅰ. ２８期第１四半期 決算概要Ⅰ. ２８期第１四半期 決算概要
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Ⅰ-1 第１四半期のトピックⅠ-1 第１四半期のトピック

+7百万円

+10百万円

+8百万円

+25百万円

非開示

△8百万円

前年同期比

＋15.0％非開示売上粗利益

実績科目

△7.9％1,144百万円売上高

━1百万円当期利益

━2百万円経常利益

━1百万円営業利益

＋14.4％199百万円売上総利益

■ 定量面

■ 定性面

ファイリングや情報管理に関する当社の機能を強化する為
この分野で豊富な経験と実績のある株式会社インフォラボの
株式を取得（14.9％）。

株式会社インフォラボへの出資

当社デザインの株式会社USENがニューオフィス推進賞を、
富士火災海上保険株式会社がニューオフィス奨励賞を受賞。
当社は5年連続、7回目の推進賞受賞。

日経ニューオフィス賞受賞

売上粗利益で前年同期比12ポイント増大（51％⇒6３％）。ピュアＣＭ比率の増大

当第１四半期における売上、受注共にほぼ計画通りに推移しています。売上高は前年同期比減少していますが、
これはフィービジネスへの移行が順調に進展している結果です（Ｐ10ご参照）。
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Ⅰ-2 業績概要（Ｐ/Ｌ）ⅠⅠ--22 業績概要（Ｐ業績概要（Ｐ//Ｌ）Ｌ）

（単位：百万円）

百万円未満四捨五入

+71△6純利益

+102△8経常利益

+81△8営業利益

+3.4%17.4%14.0%売上総利益率

+25199174売上総利益

△981,1441,242売上高

増減
28期

第1四半期実績
27期

第1四半期実績

フィービジネスへの移行が順調に進展（Ｐ10ご参照）し、売上は減少する一方利益は拡大し
ております。
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Ⅰ-3 財政状況（Ｂ/Ｓ）ⅠⅠ--33 財政状況（Ｂ財政状況（Ｂ//Ｓ）Ｓ）

（単位：百万円）

百万円未満四捨五入

+1272,7252,599（（負債・純資産合計負債・純資産合計））

+12616701,544純資産純資産

+18235217固定負債固定負債

△18820838流動負債流動負債

+1272,7252,599（（資産合計資産合計））

+52404352固定資産固定資産

+752,3212,247流動資産流動資産

増減増減
2288期期

第第11四半期四半期実績実績
2277期期

第第11四半期四半期実績実績

売掛債権増加により流動資産が増加し、本社オフィス拡張等により固定資産が増加して
おります。
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Ⅰ-4 財政状況（Ｃ/Ｆ）ⅠⅠ--44 財政状況（Ｃ財政状況（Ｃ//Ｆ）Ｆ）

（単位：百万円）

百万円未満四捨五入

△11692208合 計

(+21)(△40)(△61)（うち、配当による増減）

(0)(0)(0)（うち、増資等による増減）

+21△40△61財務活動によるキャッシュフロー

+33△23△56投資活動によるキャッシュフロー

(△162)(△59)(103)（うち、未成工事支出金増減額）

(+207)(23)(△185)（うち、仕入債務の増減）

(△180)(280)(461)（うち、売上債権の増減）

△169155324営業活動によるキャッシュフロー

増減
28期

第1四半期実績
27期

第1四半期実績

前期利益増に伴う法人税等の負担増等により、前年同期比△116百万円となっております。
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Ⅰ-5 売上高の推移ⅠⅠ--55 売上高の推移売上高の推移

部門別内訳サービス形態別内訳
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ピュアＣＭ その他 （単位：百万円） （単位：百万円）

フィービジネスへの移行（ピュアＣＭ比率の拡大）が順調に進展し、売上は減少しております。
以下は売上高ベースの推移ですが、フィービジネスへの移行（Ｐ１０ご参照）を考慮し、当社の業績評価に
当たっては、次ページ以降の売上粗利益ベースの分析を重視して下さい。
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Ⅰ-6 売上粗利益構成の推移ⅠⅠ--66 売上粗利益構成の推移売上粗利益構成の推移
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ピュアＣＭ その他
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前年同期比：ピュアＣＭ比率＋＋1212ポイントポイント、ビル新領域部門比率は＋＋55ポイントポイント拡大。

部門別内訳サービス形態別内訳
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Ⅰ-7 受注残高の状況（売上粗利益ベース）Ⅰ-7 受注残高の状況（売上粗利益ベース）受注残高の状況（売上粗利益ベース）

27期1Qを1.00とした場合の指数 受注残高のサービス形態内訳
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補足：補足：例えば「半年以内」とは、2007年6月末から半年以内に終了を迎え、売上を計上する予定のものをさします。
尚、これはあくまでも現時点での予定であり、実際の売上計上時期は、顧客等の事情により、前後する可能性があります。

前年同期に比べ受注残高は増加しております。長期に亘る大型案件においてフェーズ毎の分割受注に努め
た結果、１年以内に売上計上する案件比率が増大しております。また、サービス形態内訳は、ピュアＣＭ
構成比率が93.7％まで拡大しフィービジネスへの移行（Ｐ10ご参照）が進展しております。
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Ⅰ-8 売上粗利益の定義及び開示に関するポリシーⅠⅠ--88 売上粗利益の定義及び開示に関するポリシー売上粗利益の定義及び開示に関するポリシー

当社の売上高は、フィーのみで構成されるピュアＣＭ方式と、フィー＋調達原価で
構成されるアットリスクＣＭ方式などとで、その規模が大きく異なることから、
社内では売上粗利益（売上高から社内コスト以外の売上原価を控除した金額）
にて収益の伸びを管理しております。
但し、お客様との守秘義務契約を考慮し、売上粗利益の開示はいたしませんので
ご了承ください。

売上粗利益 ＝ 売上高 － 社内コスト以外の売上原価
（工事費等）

当社は真に顧客本位のサービスを提供するために、２００２年以来フィービジネスへの
移行（ピュアＣＭ方式の比率拡大）を戦略的に行っております。その進展に伴い売上高は
継続的に減少する一方、利益は増大しており、本戦略が当社の企業価値向上に寄与す
るものと考えております。
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Ⅱ. 28期計画Ⅱ. 28期計画
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Ⅱ-1 28期基本方針ⅡⅡ--11 2828期基本方針期基本方針

■■ 「中経２０１０」の初年度「中経２０１０」の初年度

２０１０年度の目標達成へ向けた基盤づくりフェーズ

■■ 重重 点点 項項 目目

機能の棚卸し（標準化）を改めて行い、顧客へのサービスレベルの
明確化を実現する

顧客との間で情報共有データベースの活用を促進し、ＦＭ業務の
アウトソース受託ビジネスを拡大させる

当社機能補完のための他企業との連携を積極的に強化し、受注拡大と
業務の効率化を達成する

ＰＭカレッジの充実により、継続的、効果的な教育･研修を強化する
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Ⅱ-2 通期業績計画ⅡⅡ--22 通期業績計画通期業績計画

（単位：百万円）

百万円未満四捨五入

20.5%47276229 当期利益

16.8%66460394 経常利益

17.0%66455389 営業利益

31.2%6.8%28.6%21.8%売上総利益率

17.2%2021,3741,172売上総利益

△10.6%△5724,8005,372 売上高

増減率増減28期計画27期実績
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Ⅱ-3 通期業績計画（部門別シェア）ⅡⅡ--33 通期業績計画（部門別シェア）通期業績計画（部門別シェア）
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Ⅱ-4 通期業績計画（契約形態別シェア）ⅡⅡ--44 通期業績計画（契約形態別シェア）通期業績計画（契約形態別シェア）
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Ⅲ．企 業 概 要ⅢⅢ．．企企 業業 概概 要要
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Ⅲ-1 会社概要ⅢⅢ--11 会社概要会社概要

オフィス並びにビルなどのファシリティーに関し、コンサルティング、デザイン・設計
調達、査定、施工監理、引越し、保守など、あらゆるステージの様々な顧客ニー
ズに応える総合的マネジメントサービスの提供

事業内容

ISO/IEC 27001:2005/JIS Q 27001:2006 認証登録番号:IS 500521 

・情報セキュリティに関する認証

・特定建設業許可 国土交通大臣許可（特-16）第20982号

・一級建築士事務所登録 東京都知事 第33849号

許可・登録

2004年2月19日上 場

160名 (2007年6月現在) ※社 員 数

531百万円 (2007年3月現在)  資 本 金

1980年9月12日設 立

大見 和敏代表取締役

明豊ファシリティワークス株式会社会 社 名

※役員および契約社員、派遣社員等を含む
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Ⅲ-2 企業理念とミッションⅢⅢ--22 企業理念企業理念とミッションとミッション

不変不変

進化進化

フェアネスと透明性、顧客側に立つフェアネスと透明性、顧客側に立つ

＋＋ プロフェッショナルプロフェッショナル

現在現在 未来未来

独自の「明豊メソッド」により独自の「明豊メソッド」により
「スペース・スタイル」を提案し創る「スペース・スタイル」を提案し創る

社会の変化と顧客ニーズを察知・社会の変化と顧客ニーズを察知・理解し、機能と領域を進化・拡大させ理解し、機能と領域を進化・拡大させ
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上
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Ⅲ-3 機能と領域の進化・拡大ⅢⅢ--33 機能と領域の進化・拡大機能と領域の進化・拡大

コストコスト
スピードスピード

透明性透明性
デザイン力デザイン力
ワンストップ性ワンストップ性

ITIT＆外資＆外資
対応力対応力

技術力技術力
査定力査定力

オフィス＆オフィス＆
ビルビルCMCM力力

コンサル力コンサル力

元請業者として売上増を追求 フィービジネスへの移行

内装工事内装工事
元請元請

原価オープン原価オープン
方式導入方式導入

技術技術
サービス強化サービス強化

プライスウォーターハウスプライスウォーターハウス
日経ニューオフィス賞日経ニューオフィス賞

受賞受賞

インハウスインハウス
デザイナー体制デザイナー体制

開始開始

ビルビルCMCM
業務開始業務開始 FM/ITFM/IT

コンサル部コンサル部
創設創設
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【【インハウスのインハウスの各種各種専門専門家家チームチーム】】

Ⅲ-4 「明豊メソッド」とはⅢⅢ--44 「明豊メソッド」とは「明豊メソッド」とは

建設プロジェクトにおける３要素（建設プロジェクトにおける３要素（品質・コスト・スケジュール品質・コスト・スケジュール））のベストミックスのベストミックス
を実現するために、を実現するために、当社が提供する手法とサービスです。当社が提供する手法とサービスです。

グループに属さないグループに属さない
独立・中立性独立・中立性を維持を維持

マンアワーをベースマンアワーをベース
にしたフィーの採用にしたフィーの採用

真に顧客側に立った真に顧客側に立った
透明性と客観性のある透明性と客観性のある

提案提案

■■ 明豊のコストラクションマネジメント（明豊のコストラクションマネジメント（CMCM）手法）手法

■■ 高品質な総合的サービス高品質な総合的サービス

×

×

プロジェクト全体を顧客の立場で管理マネジメント

要件・機能を「絵」にデザイン・設計

要件整理と要件定義コンサルテーション
顧客ニーズを

最大限に実現する
サービスを提供

××
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ピュアピュアCMCMアットリスクアットリスク
CMCM

ＣＭ概念図ＣＭ概念図

専門工事業者

“フィー““フィー“のみのみ （調達支援を含む）（調達支援を含む）

設計・ＣＭ設計・ＣＭ

明豊ﾌｧｼﾘﾃｨﾜｰｸｽ明豊ﾌｧｼﾘﾃｨﾜｰｸｽ

専門工事業者 専門工事業者

ゼネコン

顧客顧客

専門工事業者

“フィー”“フィー” ＋＋

工事ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ料工事ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ料

専門工事業者

専門工事業者 専門工事業者

ゼネコン

顧客顧客

専門工事業者

設計・ＣＭ設計・ＣＭ

明豊ﾌｧｼﾘﾃｨﾜｰｸｽ明豊ﾌｧｼﾘﾃｨﾜｰｸｽ

※※国土交通省発行の平成国土交通省発行の平成1414年年22月月66日付日付CMCM方式活用ガイドラインに基づく。方式活用ガイドラインに基づく。

【【元請負型元請負型】】※※従来型従来型 【【ＣＭ方式ＣＭ方式】】

“フィー”“フィー”

お客様に還元お客様に還元
建設工事建設工事

電気工事電気工事

設備工事設備工事

建設工事建設工事

電気工事電気工事

設備工事設備工事

①工事別コストの内訳が①工事別コストの内訳が
不透明不透明
→妥当性の判断が→妥当性の判断が 難しい難しい
（お客様の納得感が低い）（お客様の納得感が低い）

②供給者側に有利な仕組み②供給者側に有利な仕組み

①工事別コストの内訳を①工事別コストの内訳を
透明化し厳正に査定透明化し厳正に査定
→→妥当性の判断が可能妥当性の判断が可能
（お客様の（お客様の納得感が高い納得感が高い））

②コストダウン実現②コストダウン実現

③供給者側との間で③供給者側との間で
フェアな契約関係フェアな契約関係を実現を実現

契約条件の契約条件の
交渉ﾌﾟﾛｾｽと交渉ﾌﾟﾛｾｽと
結果を開示結果を開示

直接契約直接契約

Ⅲ-5 コストラクションマネジメント（CM）とはⅢⅢ--55 コストラクションマネジメント（コストラクションマネジメント（CMCM）とは）とは
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本説明資料に含まれる将来の見通しに関する部分は、当社が現時点で本説明資料に含まれる将来の見通しに関する部分は、当社が現時点で
入手可能な情報から得られた判断に基づいており、多分に不確定な要素を入手可能な情報から得られた判断に基づいており、多分に不確定な要素を
含んでおります。実際の業績等は、さまざまな要因の変化等により含んでおります。実際の業績等は、さまざまな要因の変化等により
これらの見通しと異なる場合がありますことをご了承ください。これらの見通しと異なる場合がありますことをご了承ください。

Ⅲ-6 業績予想に関する留意点ⅢⅢ--66 業績予想に関する留意点業績予想に関する留意点


